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会 議 録 

１ 会議名 

令和７年度 第２回和田区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

  報告（公開） 

  （１）農業経営基盤強化の促進に関する計画「地域計画」について 

自主的な審議（公開） 

  （１）自主的な審議の進め方について 

３ 開催日時 

令和７年５月２１日（水） 午後７時３０分から午後７時４７分まで 

４ 開催場所 

ラーバンセンター 第４研修室 

５ 傍聴人の数 

１人 

６ 非公開の理由 

  ― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名 

・委 員：秋山会長、横田副会長 

阿部委員、泉委員、近藤（浩）委員、近藤（美）委員、角谷委員、 

髙橋委員、西 委員、西田委員、牧田委員、渡邉委員（欠席２人） 

・事務局：南部まちづくりセンター 大島所長、小池副所長、石黒係長 

８ 発言の内容 

【石黒係長】 

 ・齊藤委員、山岸委員を除く１２人の出席があり、上越市地域自治区の設置に関す

る条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の出席を確認、会議の成立を報

告 

 ・同条例第８条第１項の規定により、議長は会長が務めることを報告 

【秋山会長】 
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 ・会議の開会を宣言 

・会議録の確認：牧田委員に依頼 

 

― 次第２ 報告（１）農業経営基盤強化の促進に関する計画「地域計画」について ― 

 

【秋山会長】 

  次第２ 報告（１）農業経営基盤強化の促進に関する計画「地域計画」についてに

入る。 

  事務局に説明を求める。 

【石黒係長】 

 ・当日配布資料№１、№２により説明 

  農政課からの報告である。令和５年４月に改正農業経営基盤強化促進法が施行さ

れ、この改正法に基づき、令和５年度から６年度の２か年をかけて、全国の市町村

では「地域計画」の作成に取り組んできた。 

  この「地域計画」は、人口減少や高齢化が進むにつれて農業従事者が減少し農地

を維持していくことが年々難しくなっている状況を踏まえ、地域の農地の将来予想

図として、各地域の農業者の話し合いを通じて市が作成するものである。「地域計

画」には、現在の地域農業の課題等のほか、おおむね１０年後を見据えた農地の耕

作者の分布図である「目標地図」を添付することとされている。 

  当市においては、市街化区域を除く市域を対象に令和５年１１月から令和６年 

１２月まで、市内２５地区で農業者等による話し合いを行った。ほぼ全域が市街化

区域である高田区・直江津区・八千浦区については、単体では策定せず、対象とな

る農地については、隣接する他区に含める形で策定し、市内全２５地区の計画を令

和７年４月１日付けで公告したところである。 

  この「地域計画」は一度作って終わりではなく、今後も見直しを行い内容をブ  

ラッシュアップしていくことが求められている。当市では、年に1回、各地域の中心

的な担い手を集めた話し合いを行い、地域計画の記載内容の見直しや効率的な農作

業が可能となるような農地の集約化に向けた協議等を行う予定である。 
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   なお、農地の耕作者の分布図である「目標地図」は市のホームページで公開し

ているが、参考として和田区のものを受付に１部用意したのでご覧いただきたい。 

【秋山会長】 

・説明に対し質問を求めるがなし 

和田区は農業に携わっている方が多い地域なので皆さん関心をお持ちだと思う

が、地域計画がすごくきつい形になってきている。今日は報告ということなので、

またお聞きしたいことがあったら、事務局を通じてお問い合わせいただきたい。 

  以上で、次第２ 報告（１）農業経営基盤強化の促進に関する計画「地域計画」に

ついてを終了する。 

 

― 次第２ 自主的な審議（１）自主的な審議の進め方について ― 

 

【秋山会長】 

  次第２ 自主的な審議（１）自主的な審議の進め方についてに入る。 

前回の協議会で地域独自の予算事業を積極的に活用している三郷区の事例を勉

強する機会を設けることについて皆さんから同意いただいた。これを受けて、先日、

三郷区地域協議会の正副会長と相談させていただき、どのような形で実施したらよ

いかを事務局を交えて忌憚のない意見交換をさせていただいた。 

結論としては、三郷区の委員と和田区の委員で交流会を兼ねた情報交換会を行い

たいということで合意し、今のところ７月１０日木曜日を予定している。研修会の

位置づけなので、三郷区、和田区の地域協議会の様子、地域の事情を簡単にお話し

て、意見交換をした後に懇親会をしたいと考えている。なるべく話しやすいように

委員同士いくつかのテーブルに分かれる配置を考えているが、このような方向で決

めてよいか皆さんにお諮りしたい。いかがか。 

昨年は納涼会という形で、ガンギブリューイングを会場に話し合いというよりも

飲みながら懇親することを目的に実施した。今回はせっかくだから研修会の後に懇

親会という形にしようかという流れにしたのだがいかがか。よろしいか。 

（よしの声） 
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では、その方向で進めさせていただく。 

  先日の正副会長の話の中で、三郷区は地域協議会が発案した三郷区の魅力を発信

する写真展の開催を進めていると伺った。地域協議会で発案したものを誰が実行す

るのかわからないが、皆さんが自分のお気に入りの写真を持ち寄って写真展をする

そうだ。また、地域の団体のメンバーとして活動をしている委員もいらっしゃると

いう。地域独自の予算とは関係なく、お互いの地域の困りごとなども情報交換でき

たらよいと思っている。 

今の段階で三郷区から聞いてみたい話があれば事前に投げかけておきたいと思

うがいかがか。 

無いようなので、正副会長と事務局で考えてみたいと思う。 

  後日、会場等を決定次第、事務局から研修会の案内を送付するが、日時は７月  

１０日（木）午後６時３０分からで進めさせていただく。 

なお、６月と７月の地域協議会をあわせた形で７月１０日の研修会を開催するこ

ととし、６月の地域協議会は開催しないこととしてよいか。 

（よしの声） 

地域独自の予算事業の活用促進について、いろいろな団体との意見交換等々の話

もあったが、８月末までの受付ということなので、ここは正副会長と事務局で個別

に当たってみたいと思っている。皆さんも機会があったら、この制度があることを

紹介いただければと思う。 

  以上で、次第２ 自主的な審議（１）自主的な審議の進め方を終了する。 

 

― 次第３ 事務連絡 ― 

  

【秋山会長】 

 次第３ 事務連絡に入る。 

事務局より説明を求める。 

【小池副所長】 

 ・今後の日程連絡 
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  三郷区との合同研修会：７月１０日（木）１８時３０分から 

  会場：決定次第、後日案内を送付 

【秋山会長】 

 ・ただ今の説明について質問を求めるがなし 

 ・会議の閉会を宣言 

 

９ 問合せ先 

総合政策部 地域政策課 南部まちづくりセンター 

TEL ：０２５－５２２－８８３１（直通） 

E-mail：nanbu-machi@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせて御覧ください。 


